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編  修  趣  意  書 

（教育基本法との対照表） 
                                                                               

※受理番号 学 校 教 科 種 目 学 年 

27-222 高等学校 外国語 
コミュニケーショ

ン英語Ⅱ 
 

※発行者の番
号・略称 

※教科書の 
記号・番号 ※教 科 書 名 

104・数研 コⅡ・340 Revised POLESTAR English CommunicationⅡ 

 

１．編修の基本方針 

編修の基本方針として，「英文を読んでその内容を自分の言葉で説明し，最終的に自分の意見を発信できる

ようにすることを目指す教科書にする」ことを目標にしている。それを達成するために，以下の点に留意し

た。 

 

(1) 題材については，読んだ後で生徒自身が考え，自分に何ができるかを表現し，グローバルに活躍するため

の発信力及び豊かな人間性，創造性の養成を目指すものとした。 

(2) 説明や物語などを読んで要点を理解するだけではなく，それを読んで自分はどう思ったのかを表現させる

機会を設けるため，基本レッスンは「本文＋会話文」の二部構成にした。 

(3) 授業中にコミュニケーション活動や英語による発話の機会が十分取れるように，Lesson 1-10に関しては

各PartごとにSay It in Your Own Words（英語で本文の内容を説明する設問），また適宜ペアワークがで

きる設問を掲載した。その他の頁（Optional Lesson, Reading, Real-World English）でも，ペアワークが

できる設問を掲載している。 

(4) 英語による授業を円滑に進められるように，問題指示文等は英語を使用した。 

 

上述した内容・構成によって，学習者が多様な知識と教養を身に付け，主体的に社会の形成に参画し，自他

国の伝統・文化を尊重しつつ国際社会の平和と発展に寄与する態度を養うことが達成できる教科書となるよ

うに編修した。 

 

２．対照表 
 
 

 

図書の構成・内容 特に意を用いた点や特色 該当箇所  

 
前見返し 

Topics from All Around the 

World 

後見返し 

English Quotes 

・各課で扱う題材に関連する国を写真と地図で記し
た。（第1号） 

 

・様々な分野の偉人の言葉を英語で掲載した。（第3

号） 

 

 

前見返しⅠ・Ⅱ 

後見返しⅢ・Ⅳ 

 

写真全般 

Lesson 1～10 

 

・さまざまな内容の英文を読み，活動を行うことに
よって，幅広い知識と教養を身に付ける。（第1号） 

・平等意識や公平の観念を養うため，男女・人種な
どにおいて，偏りが生じないように配慮した。（第3

号） 

・海外から見た日本についての話を読むことで，日
本の伝統と文化を尊重する態度を養い，さらに世界
に目を向けることの大切さを意識させる。（第5号） 

全般 

 

 

 

 

Lesson 1 (5～18頁) 
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・ユニバーサルデザインに関する英文を読み，主体
的に社会の形成に参画し，その発展に寄与する態度
を養う。（第3号） 

・日本で始まった「Table for Two」の活動について
読むことにより，世界における食の不均衡の問題に
ついて学ぶとともに，社会に貢献する意識をもてる
よう配慮した。（第3号） 

・エルトゥールル号に関する英文を読み，他国を尊
重し協力することの大切さを学び，国際社会の平和
と発展に寄与する態度を養う。（第5号） 

・ロケット開発に挑戦し成功させた人物に関する英
文を読み，個人の価値を尊重し，創造性を養い，将
来の職業について考える機会をもてるよう配慮し
た。（第2号） 

・ブラジルのクリティバ市で行われた政策について
の英文を読むことにより，環境問題についての意識
を高められるよう配慮した。（第4号） 

・英語の落語に関する英文を読み，日本の伝統と文
化を尊重する意識を養う。（第5号） 

・ネルソン・マンデラとラグビー・ワールドカップ
に関する英文を読み，人種問題やスポーツの力につ
いて考える機会をもてるよう配慮した。（第3号） 

・シンガポールの水問題と再生水「NEWater」につ
いての英文を読み，環境や資源についての意識を高
めるよう配慮した。（第4号） 

・デザインにおけるシンプルな美についての英文を
読み，伝統と文化を尊重する態度を養う。（第 5

号） 

Lesson 2 (19～32頁) 

 

 

Lesson 3 (35～48頁) 

 

 

 

Lesson 4 (49～62頁) 

 

 

Lesson 5 (65～78頁) 

 

 

 

Lesson 6 (79～92頁) 

 

 

Lesson 7 (95～108頁) 

 

Lesson 8 (109～122頁) 

 

 

Lesson 9 (125～138頁) 

 

 

Lesson 10 (139～152

頁) 

Optional Lesson 

 

・「5 ドルと 2 時間でいかに多くのお金を作るか」と
いうスタンフォード大学の講義に関する英文を読
み，職業や生活における創造性を培うよう配慮し
た。（第2号） 

156～163頁  

 

 

 

 

Reading 

 

・アメリカの学校生活を扱ったGary Sotoの小説を読
み，幅広い知識と教養を身に付けることを目指し
た。（第1号） 

164～173頁 

 

Real-World English 1～3 ・実際のニュース記事の形式の英文を読むことで，
幅広い知識と教養を身に付けることを目指した。
（第1号） 

174～179頁 

Sound Square ・発音に関する解説と練習のための設問を用意し，
発音に関する正しい知識を習得しつつ実践していく
ことを目指した。（第1号） 

180～185頁 

 ・Communication  

Strategies 

・Expressions for  

Communication  

Strategies 

・コミュニケーションの場面で使用する機能表現を
体系立てて学べるように配慮した。（第1号） 

・18, 32, 48, 62, 78, 92, 

108, 122, 138, 152頁 

・186～187頁 

 

  

 
３．上記の記載事項以外に特に意を用いた点や特色 

Ⅰ．教科書の特色  

(1) コミュニケーションで役立つ機能表現を学び，自ら発話しようとする態度を養成するための設問や会話文等を

全編に渡り掲載した。 

(2) 自分はどう思うかを考えさせる題材を扱うことで，自らの個性を確立し社会について広く深い理解と健全な批判

力を養えるように配慮した。 

(3) 本文の各Partにリスニング問題，内容理解問題，発話させたり書かせたりする設問を配置することによって，

英語の4技能をバランスよく学ぶことができるように配慮した。 
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(4) 発展的な学習内容と判断した箇所は「Further Activities」として扱い，通常のLessonとは体裁を変え，語彙リ

ストも別立てとした。 

(5) 親しみやすい教科書にすることを心がけ，写真やイラストを多数挿入し，視覚的にも理解が容易になるように

した。 

 

Ⅱ．各課の構成   

 A. 正課：議論につなげられる読み応えのある題材を10題掲載 

1. Pre-reading Questions: 写真に関する対話を聴いて，英語の質問に答えるリスニング問題を設けた。 

2. Let’s Talk!: 本文に入る前にペアまたはグループで話し合うための質問文を設けた。 

3. 本文:  

a) 本文中の課末で扱う言語材料を含む文には対応番号を明示した。 

b) 各Partに，本文の内容を自分の言葉で説明する活動 (Say It in Your Own Words) を設けた。 

 

 

 

 

 

 

c) 各Partに，内容理解を確認するためのListening Quiz, CQ (Comprehension Quiz) を設けた。 

 

 

 

 

 

 

4. 課末: 本文の内容確認と言語材料の習得 

a) 図式化されたRoute Map, 要約文のSummaryで本文全体の概要をつかむ。 

b) KEY LANGUAGEで言語材料を確認し，Drillsで簡単な練習問題を解く。 

c) EXERCISESでリスニング，語彙，文法の問題を解き，最後にペアワークを行う。 

d) FURTHER EXERCISESで言語材料に関するやや発展的な問題を解き，定着を図る。 
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5. Communication Strategies: 題材に関する会話文を読んで，機能表現を学び，その活用を図る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

a) 冒頭の囲みでは，I can give advice to somebody. のように各課で扱う機能表現を明示した。 

b) 会話文では，その課で扱う機能表現が実際の会話でどのように使われるかを示した。 

c) Your Turnでは，機能表現を確認した後，題材に関する自分の意見を発表するための設問を設け

た。 

d) Extra Activityでは，本文中で使用された写真等について，自分の言葉で説明する活動を設けた。 

 B. 補充演習・コラムなど 

1. Reading Skills 1-5: リーディング・スキルの解説ページを2課ごとに掲載。本文をサンプルにしなが

ら，効果的に読むためのスキルを習得できる。 

2. Show Your Performance 1-3: スピーキング，ライティングといった活動を評価するための特集頁。

学期ごとに行えるように配置した。 

3. Communication Tips 1-3: 異文化理解を促すために，知っておきたいことを解説したコラム。 

 
（備考）１ ※欄は検定申請時には記入せず，検定合格後に提出する際に記入する。 

２ 「編修の基本方針」欄には，教育基本法第２条に示す教育の目標を達成するために編修の基本方針とした点を記入する。 

３ 「対照表」欄には，図書の構成・内容と教育基本法第２条各号に示す教育の目標との対照について記入する。詳細は次のとおりとする。 

① 「特に意を用いた点や特色」欄には，教育基本法第２条各号に示す教育の目標を達成するために，図書の構成や内容において編修上特に意

を用いた点や特色について記入する。その際，教育基本法第２条各号のうち，特に関連が深いものを文末に示す。（例：第○号） 

② 「該当箇所」欄には，上記内容に対応する具体的な箇所が分かるように，主な該当箇所のページ（例：○ページ）を記入する。 

③ 必要に応じ，例で示している様式を参考にして，「対照表」欄を適宜工夫して作成しても差し支えない。 

４ 「上記の記載事項以外に特に意を用いた点や特色」欄には，上記の記載事項以外に，教育基本法第５条に示す義務教育の目的や学校教育法

第21条に示す義務教育の目標，学校教育法第51条に示す高等学校教育の目標などを達成するため，編修上特に意を用いた点や特色などがあ

れば記入する。 

５ 「編修の基本方針」欄以下の外枠線は，記入しなくても差し支えない。 

６ 別紙様式第4-1号の分量は５ページ以内とする。 
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編  修  趣  意  書 

（学習指導要領との対照表，配当授業時数表） 
                                                                               

※受理番号 学 校 教 科 種 目 学 年 

27-222 高等学校 外国語 
コミュニケーショ

ン英語Ⅱ 
 

※発行者の番
号・略称 

※教科書の 
記号・番号 ※教 科 書 名 

104・数研 コⅡ・340 Revised POLESTAR English CommunicationⅡ 

 

１．編修上特に意を用いた点や特色 

Ⅰ．全般的な留意点   

A. 本教科書の編集にあたっては，「多様な言語活動を通して，積極的にコミュニケーションを図ろうとする

態度を育成し，情報や考えなどを的確に理解し，英語で自分の考えを適切に伝える能力を伸ばすように配

慮する」ことを最大の目標としている。そのために，まず Lesson 1～10 では効果的に英語の文章を読む

方法（Reading Skills）を意識しながら文章を読み，各 Lesson に設定されている表現活動でコミュニケー

ション活動を行う。 

B. 本文各PartにはListening QuizとSay It in Your Own Wordsが盛り込まれており，課末では内容把握

問題・文法語法確認問題も行い，4 技能を絡めて統合的に学んでいく作りになっている。加えて各 Lesson

の最後にあるCommunication Strategiesでは，題材に関する会話文を読み，生徒に自分の意見をまとめる

ことを促す活動を行い，自己表現活動につなげている。 

C. 教育基本法に配慮し，世界の事柄や環境問題に広く目を向けると同時に，日本の文化や伝統にも造詣を

深められるように，バラエティに富んだ題材をバランスよく選んでいる。 

Ⅱ．教科書の構成   

 A. 本課 

  1. 導入 

                             ① トビラ：題材への興味を喚起する写真 

       ①                      ② Pre-reading Questions： 

                               写真に関する対話文を聴いて，質問に 

答える 

                             ③ Let’s Talk!： 

                                     本文に入る前にペアまたはグループで話し

合うための質問文 

 

       ② 

       ③ 
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2. 本文 

 

   ① 

   ② 

 

 

 

 

 

                                      

                                    ④ 

                                                                          

③                                          ⑤ 

 

  ① 導入文： 題材にスムーズに入っていけるように，各Lesson本文の前に導入文を掲載した。 

  ② 本文：本文中に課末で解説している言語材料やリーディング・スキルのポイントが登場する箇所について

は，対応番号や頁数を明示。また，新出語は参照しやすいように本文の横に側注を設けて示した。 

  ③ 脚注： 重要表現や言語材料に関する例文を，脚注に示した。 

  ④ Say It in Your Own Words：本文に書かれていることを，「自分の言葉で説明する」ための設問を各Part

に設けた。 

  ⑤ Listening Quiz, CQ (Comprehension Quiz)：本文の内容を確認するためのリスニング問題(True or 

False)と英問英答問題を設けた。 

3. 課末 

 

①                                         ③ 

 

 

 

 

 

 

② 

 

 

 

① Route Map：図式化された本文のまとめを完成し，概要をつかむ。 

② Summary：キーワードを書き込むことによって，英文の本文要約文を完成させる。 

③ KEY LANGUAGE：本文で学んだ言語材料を確認し，Drillsで簡単な練習問題を解く。 
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④                                                                     ⑤ 

                                                           

                                         

 

 

 

 

 

 

 

 

   ④ EXERCISES：リスニング，語彙，文法の問題を解き，最後に会話文の続きを考えるペアワークを

行う。 

   ⑤ FURTHER EXERCISES：言語材料に関するやや発展的な問題を解き，理解と定着を図る。 

4. Communication Strategies 

 

①                                      ① Communication Strategies：各課に I can …で

示した Strategy を設定。機能表現を体系的に学

ぶ。 

②                                         ② 会話文：本文の内容に関連した会話文。 

Strategyの表現が盛り込まれており，題材につい 

て考えることを促す内容。 

                           

     ③                        ③ Your Turn：Strategy の表現を確認した後，題

材に関する自分の考えを述べる活動につなげる。 

     ④                       ④ Extra Activity：本文中で使用された写真につい

て，自分の言葉で説明する活動。 

 

B. その他の構成要素 

 1. Reading Skills 1-5: リーディング・スキルの解説ページを2課ごとに掲載。本文をサンプルにしながら，

効果的に読むためのスキルを習得する。 

2. Show Your Performance 1-3: スピーキング，ライティングといった活動を評価するための特集頁。学期

ごとに行えるように配置した。 

3. Communication Tips 1-3: 異文化理解のために，知っておきたいことを解説したコラム。 

4. Optional Lesson, Reading, Real-World English 1-3: 多彩な内容の補足の読み物。 
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２．対照表 
 
 

 
図書の構成・内容 学習指導要領の内容 該当箇所 配当 

時数 
 

 

 

前見返し 

Topics from All Around the 

World  

後見返し 

English Quotes 

＜内容＞ 

(1)-イ説明，評論，物語，随筆などについて，速読

したり精読したりするなど目的に応じた読み方をす

る。また，聞き手に伝わるように音読や暗唱を行

う。 

前見返しⅠ・Ⅱ 

後見返しⅢ・Ⅳ 
1 

Lesson 1～10 

Reading Skills 1～5 

＜内容＞ 

(1)-ア事物に関する紹介や報告，対話や討論などを

聞いて，情報や考えなどを理解したり，概要や要点

をとらえたりする。 

(1)-イ 説明，評論，物語，随筆などについて，速読

したり精読したりするなど目的に応じた読み方をす

る。また，聞き手に伝わるように音読や暗唱を行

う。 

(1)-ウ 聞いたり読んだりしたこと，学んだことや経

験したことに基づき，情報や考えなどについて，話

し合うなどして結論をまとめる。 

(1)-エ 聞いたり読んだりしたこと，学んだことや経

験したことに基づき，情報や考えなどについて，ま

とまりのある文章を書く。 

(2)-ア 英語の音声的な特徴や内容の展開などに注意

しながら聞いたり話したりすること。 

 

 

 

(2)-イ論点や根拠などを明確にするとともに，文章

の構成や図表との関連などを考えながら読んだり書

いたりすること。 

 

 

(2)-ウ 未知の語の意味を推測したり背景となる知識

を活用したりしながら聞いたり読んだりすること。 

(2)-エ 説明や描写の表現を工夫して相手に効果的に

伝わるように話したり書いたりすること。 

 

＜内容の取り扱い＞ 

(1) 中学校におけるコミュニケーション能力の基礎

を養うための総合的な指導を踏まえ，聞いたことや

読んだことを踏まえた上で話したり書いたりする言

語活動を適切に取り入れながら，四つの領域の言語

活動を有機的に関連付けつつ総合的に指導するもの

とする。 

(2) 生徒の実態に応じて，多様な場面における言語

活動を経験させながら，中学校や高等学校における

学習内容を繰り返して指導し定着を図るよう配慮す

るものとする。 

 

＜〔言語の使用場面の例〕の取扱い＞ 

a 特有の表現がよく使われる場面 

・買い物・旅行・食事・電話での応答 / 手紙や電

子メールのやり取りなど 

b 生徒の身近な暮らしや社会での暮らしにかかわ

る場面 

・家庭での生活 / 学校での学習や活動 / 地域での

活動 / 職場での活動など 

 

各レッスンPre-reading 

Questions 

 

各レッスン本文， Route 

Map，Summary 

 

 

各レッスン Let’s Talk!，Say 

It in Your Own Words，Your 

Turn 

各レッスン Say It in Your 

Own Words, Your Turn, 

Extra Activity 

各 レ ッ ス ン Pre-reading 

Questions, Say It in Your 

Own Words,  

Listening Quiz,  

EXERICISES①, Your Turn 

Reading Skills 1 (33頁), 

Reading Skills 2 (63頁), 

Reading Skills 3 (93頁), 

Reading Skills 4 (123頁), 

Reading Skills 5 (153頁) 

各レッスン本文 

 

各レッスンの Say It in Your 

Own Words 

 

 

各レッスン Let’s Talk, Pre-

reading Questions, Say It in 

Your Own Words, Listening 

Quiz, Your Turn 

 

 

各 レ ッ ス ン の KEY 

LANGUAGE 

 

 

 

 

48頁  

 

 

18, 32, 78, 92, 108, 122, 

138, 152頁 

 

 

75 
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c 多様な手段を通じて情報などを得る場面 

・本，新聞，雑誌などを読むこと/ 情報通信ネット

ワークを活用し情報を得ること 

 

＜〔言語の働きの例〕の取扱い＞ 

a コミュニケーションを円滑にする 

・相づちを打つ / 聞き直す / 繰り返す / 言い換え

る / 話題を発展させる など 

b 気持ちを伝える 

・褒める / 謝る / 感謝する / 心配する / 望む / 

驚く / 心配する など 

c  情報を伝える 

・説明する / 報告する / 描写する / 理由を述べる 

/ 要約する / 訂正する など 

d 考えや意図を伝える 

・申し出る / 賛成する / 反対する / 主張する / 

推論する / 仮定する など 

 

e 相手の行動を促す 

 ・依頼する / 誘う / 許可する / 助言する / 命令

する / 注意を引く など   

 

＜文法事項＞ 

(ｱ) 不定詞の用法 

 

(ｲ) 関係代名詞の用法 

 

 

 

 

(ｳ) 関係副詞の用法 

 

(ｴ) 助動詞の用法 

(ｵ) 代名詞のうち，it が名詞用法の句及び節を指す

もの 

(ｶ) 動詞の時制など 

 

(ｷ) 仮定法 

 

(ｸ) 分詞構文 

Lesson 1 (6-7頁), 各レッスン

Let’s Talk! 

 

 

 

各レッスン Communication 

Strategiesの会話文 

 

Communication Strategies 

(48, 62, 122, 頁) 

 

各レッスン Say It in Your 

Own Words 

 

Communication Strategies 

(78, 92, 152頁) 

各レッスン Communication 

StrategiesのYour Turn 

Communication Strategies 

(18, 32, 108, 138頁) 

 

 

 

Lesson 1 (15 頁)，Lesson 5 

(75頁), Lesson 8 (119頁) 

Lesson 2 (29頁), Lesson 3 (45

頁), Lesson 4 (59頁), Lesson 5 

(75 頁), Lesson 6 (89 頁), 

Lesson 8 (119頁), Lesson 10 

(149頁) 

Lesson 3 (45頁), Lesson 6 (89

頁) 

Lesson 1 (15頁) 

Lesson 2 (29頁)  

 

Lesson 3 (45頁), Lesson 4 (59

頁) 

Lesson 7 (105 頁), Lesson 8 

(119頁), Lesson 9 (135頁) 

Lesson 4 (59頁), Lesson 9 

(135頁), Lesson 10 (149頁) 

Show Your Performance 1～3 ＜内容＞ 

(2)-ア 英語の音声的な特徴や内容の展開などに注意

しながら聞いたり話したりすること。 

(2)-イ 論点や根拠などを明確にするとともに，文章

の構成や図表との関連などを考えながら読んだり書

いたりすること。 

64，124，155頁 6 

 

 Optional Lesson 

Reading 

Real-World English 1～3 

＜内容＞ 

(1)-イ 説明，評論，物語，随筆などについて，速読

したり精読したりするなど目的に応じた読み方をす

る。また，聞き手に伝わるように音読や暗唱を行

う。 
 

156～179頁 17 

Sound Square ＜内容＞ 

(2)-ア 英語の音声的な特徴や内容の展開などに注意

しながら聞いたり話したりすること。 

180～185頁 4 
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編  修  趣  意  書 

（発展的な学習内容の記述） 
                                                                               

※受理番号 学 校 教 科 種 目 学 年 

27－222 高等学校 外国語 
コミュニケーショ

ン英語Ⅱ 
 

※発行者の番
号・略称 

※教科書の 
記号・番号 ※教 科 書 名 

104・数研 コⅡ・340 Revised POLESTAR English CommunicationⅡ 

 

ページ 記   述 類型 
関連する学習指導要領の内容 
や内容の取扱いに示す事項 ページ数 

174～ 
179 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

Further Activities: 

Real-World English 1～3 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

1 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

第 3 款 英語に関する各科目に共通す

る内容等 

2 ア (ｱ)  a 「コミュニケーション英

語Ⅰ」にあっては，中学校で学習した

語に400語程度の新語を加えた語 

b 「コミュニケーション英語Ⅱ」にあ
っては，a に示す語に 700 語程度の新
語を加えた語 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

6 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 合 計 6 

 
（備考）１ ※欄は検定申請時には記入せず，検定合格後に提出する際に記入する。 

２ 「ページ」欄には，申請図書における発展的な学習内容の記述の掲載ページを示す。 

３ 「記述」欄には，申請図書における発展的な学習内容の記述に付された表題等を示す。 

４ 「類型」欄には，申請図書における発展的な学習内容の記述について，以下の分類により該当する記号を記入する。 

     ・ 学習指導要領上，隣接した後の学年等の学習内容（隣接した学年等以外の学習内容であっても，当該学年等の学習内容と直接的な系統性が

あるものを含む）とされている内容……１ 

     ・ 学習指導要領上，どの学年等でも扱うこととされていない内容……２ 

５ 「関連する学習指導要領の内容や内容の取扱いに示す事項」欄には，当該学年等の学習指導要領の内容や内容の取扱いに示すどの事項と関

連があるのか分かるように記入する。 

６ 「ページ数」欄には，発展的な学習内容の記述が掲載されているページ数を記入する。ページの数え方は以下のとおりとする。「合計」欄

には発展的な学習内容の記述の合計ページ数を記入する。 

  ・０．２５ページ以下…０．２５ページ 

  ・０．２５ページを超えて０．５ページ以下…０．５ページ 

  ・０．５ページを超えて０．７５ページ以下…０．７５ページ 

  ・０．７５ページを超えて１ページ以下…１ページ 

７ 別紙様式第4-3号の分量は２ページ以内とする。 


